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phosphateduring oxidation ofsubstratesand

alsohadastrongabilitytoinducetheliberation

ofinorganicphosphatefrom ATPbythefreshly

preparedmouselivermitochondria.
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抄 録

合成フェロモン類によるキクイムシの集合行動
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andG.B.Pitman.JJnsectphysiol,15,1617.-1622
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6柾の6,8-dioxabicyclo⊂3.2.1コoctane基本骨格を

持ったフェロモン耕緑体の誘引効果を野外試験した.

鵬試キクイムシの1柾 westernpinebeetle(Dend-

yocLonusbrcuicomisLee.)に誘引災合性を持った化

合物は,この山のフェロモンとして知られている2化

合物 Frontalin(1,5-dimethyト6,8-dioxabicyclo〔3.

2.1j-octane) i Brevicomin (ex0-7-ethy1-5-me･

thy1-6,8-dioxabicyclo〔3.2.1コoctane)のみであっ

た.Frontalin,BrevicominおよびOleoresinの況合

または単用した供試薬剤1･-2mgを,小型三角フラ

182

スコ巾のガラス毛細管に入れ, トラップの誘引zTuliとす

るmIliな方法で効架的な野外試験が行なえた.上.7己3

種混合物は天然の誘引物質と同程度の活牡をホし.fits
引された虫の性比は1対 1に近く,天然の被(田村に批

然される場合と同様であった.雌の食入している木材

片を誘引群とした場合と,Brevicominおよび oleo･

resinの場合の集合虫数は同程度で性比は雄が多い.

Frontalinおよび Oleoresinの場合には雌が雄の2.6

倍多く班まる.雌にはBrevicominが多く含まれてい

る.以上の結果よりFrontalinと Oleoresinが主に

雌の災合食入を促進し,雌の食入後 Brevicominを

分泌して雄を誘引するものと考えられる.しかし詳細

なJj三台の機作については籍弔明されていない.

(桑lJJ7保正)


